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1.物流環境の変化
（ニーズ・課題）

物流形態の変化

在庫の増加・⾧期化

ECの増加

ドライバー不足

物流施設開発の増加

国際物流環境

Global-SCMの不安定

釜山港の取扱の増加

中国一帯一路の成⾧

国内物流環境

物流の小口化

運送事業環境の変化 低い積載率
運行アンバランス

施設の大型化と地方展開

2024年問題

コストと在庫の増加

地方港のT/S増加

新しい輸送ルートの定着

南海トラフ地震への対応 インフラ・国際ルートの連携

境
港
の
立
地
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性
を
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決
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向

積替え施設の開発

3
BCP対応ニーズ
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１.物流環境の変化
（運送の小口化・積合せ件数増加・低い積載率）
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出典:国交省 トラック輸送状況の実態調査結果2016年.pdf (mlit.go.jp)

積合せ件数増加
実車率低下
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2019年は37.8％
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• ECは今後も増加する。
1. ECが定着している。

（ECニーズと物流高度化の好循環）
2. 日本は米国や英国に比べて、

 EC化率が低い。
 店舗数が多い。
 一店舗あたりの人口が少ない。

１.物流環境の変化
（ECの増加＝物流の小口化）

出典:経済産業省 商務情報政策局（令和２年７月資料）
8

出典:経済産業省 電子商取引に関する市場調査2021年7月
日米英の小売店舗数比較

EC販売額とEC化率の推移

ECを取り扱う物流施設は店舗
向け貨物に比べて、約２倍の
保管面積が必要

倉庫ニーズ増加
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１.物流環境の変化
（グローバルSCMの不安定:コンテナ運賃、在庫増加の要因）

① 国際物流における輸送の遅延

② コンテナ運賃の高騰

③ モノの価格の⾧期的な上昇の懸念

① 新造コンテナの生産量の低下

② 中国経済のV字回復＆欧米諸国の巣ごもり消
費による輸出入の増加

③ 港湾機能の大幅な低下

④ コンテナを運ぶトラックドライバー＆シャーシの不足
出典：digima-japan.com2022年6月レポート
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2021年10月17日サンデーモーニング
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在庫増加
要素

現在は
改善

⾧期的
には
不安定
要素
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１.物流環境の変化
（在庫増加と物流効率化ニーズに対応して開発が進む物流施設と賃料の傾向）

出典:Market share_asof March2016 v0.04、
Competitor‘s chart 2020.1Q

関越道沿線 常磐自動車道
沿線 東北道沿線 合計

拠点数 面積(坪) 拠点数 面積(坪) 拠点数 面積(坪) 拠点数 面積(坪)

既存 70 941,260 51 914,358 73 961,076 194 2,816,695

2022年新設 1 23,675 1 25,938 2 3,385 4 52,997

2023年新設 3 116,615 8 219,898 11 336,514

2024年新設 1 60,606 1 60,606

2025年新設 1 35,099 1 35,099

未定 6 17,333 1 16,364 1 4,721 8 38,418

小計 12 253,328 10 262,200 3 8,106 25 523,634

総計 82 1,194,588 61 1,176,558 76 969,183 219 3,340,329

物流施設投資事業者による関東の新規開発

物流施設投資事業者の保有面積（2020年3月）

出典:日経新聞2022年8月6日

首都圏

11

物流不動産開発事
業者のみの数値

• 物流施設開発事業者による開発
2020年時点 13,188千坪

• 空室率と募集賃料（22年4月）
空室率 募集賃料

関東:3.0％ 4,650円/坪
関西:2.0％ 4,260円/坪

出典：一五不動産調査レポート

物流の小口化
在庫増加
EC増加

倉
庫
ニ
ー
ズ



Logistics　&　Consulting

１.物流環境の変化（物流施設開発の増加）
（物流施設の大規模化・高機能化）

GLP ALFALINK相模原
総床面積 約207,000坪

GLP ALFALINK流山
総床面積 約278,000坪

レストラン コンビニ

シャワールーム

託児所

パウダールームフィットネスセンター

コミュニティエリア（地域に開放）

12
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１.物流環境の変化（物流施設開発の増加）
（物流施設の地方展開）

GLP総社Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 5万6千坪 DPL⾧野千曲 1万1千坪

DPL岩手北上Ⅰ,Ⅱ 1万8千坪

13

プロロジス岩手県紫波郡3万坪
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１.物流環境の変化（物流施設開発の増加）
（⾧距離運行効率化のための積替え拠点の開発:NEXCO・遠州トラック）

出典：コネクトエリア浜松 (ca-hamamatsu.com)

面積 約7,133㎡(約2,150坪) 
※オレンジ実線枠

台数 ３０バース ※予備バース２

その他

・駐車場ゲート設置(24時間稼働、入退場管理)
・アスファルト舗装
・車止め
・外周柵
・夜間時の照明
・防犯カメラ
・自動販売機等

14
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１.物流環境の変化（物流施設開発の増加）
（⾧距離運行の積替えと3PLの複合拠点開発:三菱地所）

• 三菱地所基幹物流施設開発計画の概要
• 所在地:京都府城陽市東部丘陵地青谷

※新名神高速道路宇治田原ICそば

出典:三菱地所公開記事 15

• 敷地面積:3万6000坪
• 延床面積:8万3800坪
• 完成時期:2026年
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１.物流環境の変化（運送事業環境の変化）
（ドライバー不足）

出典：国交省資料

16

◆運転従事者数の推計
運転者数は、今後の少子高齢化の影響を受け減少傾向に拍車がかかることから、2015年の
76.7万人から2030年には51.9万人となり、15年間で3割減少すると推計しました。（JILS
報告書）

◆2025年に21万人不足、28年には28万人不足 （鉄貨協予測）
＊同様の記事（日経新聞2022年3月４日）
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１.物流環境の変化（運送事業環境の変化）
（2024年問題）

出典:パーソルホールディングス1000社調査

出典:国交省会議資料（JR貨物作成）
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2024年問題への認識

十分理解している ある程度理解している 理解できていない 知らない・わからない
17

2024年問題
• ドライバーの年間残業時間が960時間

（月80時間）に制限される。
 これによりドライバーの収入が減少。

• 月60時間を超える部分は所定内賃金の1.5倍
の支払い義務。
 企業の収入減、経費増。

“2024年問題“の認識はまだ少ない。（運輸業・卸小売業・製造業）
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１.物流環境の変化（運送事業環境の変化）
（運行のアンバランス）

鳥取⇒岡山
485t

鳥取⇒大阪
1,266t
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鳥取発着の運行アンバランス（１日）
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東京⇒大阪

大阪⇒東京
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東
京
発
着

東京発着の運行アンバランス（１日）

出典:国交省物流センサスデータから作成 18
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１.物流環境の変化（運送事業環境の変化）
（新たな課題“2024年問題”）

• 賃金減少（時間外手当減少）
 時間単価が低く⾧時間勤務で稼ぐ形態
 賃金単価改善の限界

• ドライバの離職
• 採用困難

国内の運
送力低下

• ドライバ不足
高齢化による自然減
若年層の就職減少

• 物流企業の経営圧迫
 収入の減少

運賃=重量×距離(≒時間)×レート
 車両稼働率低下（固定費率上昇）
 時間外手当・賃金上昇
 近距離輸送の競争激化

• ⾧距離運行から撤退
• 物流企業の廃業

２
０
２
４
年
規
制

• 輸送量の減少
• 燃料費高騰
• 低い積載率（運行アンバランス）

荷主の物流費用の負担力低下
（小口化・在庫費用増加）

従
来
か
ら
の
課
題

物流企業の収益低下

根本的な対応は難しい
• 適正運賃収受
• 集荷者と運行者の分担分け
• 中継拠点利用による運行時間短縮 19
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１.物流環境の変化（国際物流環境）
（一帯一路にリンクする“東アジアのHUB釜山港”）

中欧班列

EU・ロシア・中西部

20

選択と集中
• 釜山港:コンテナT/S・FTZ
• 光陽港:産業団地と一体開発
• 蔚山港:液体物流
• 仁川港:中国Ferry（10航路）

Sea & Air

（Eurasian Land Bridge）



Logistics　&　Consulting

１.物流環境の変化（国際物流環境）
（世界の主要港の貨物取扱量）

21

順位 港 TEU（千）

1 ニューヨーク 1,947
2 ロッテルダム 1,900
3 香港 1,464
4 神戸 1,456
5 高雄 979
6 シンガポール 917
7 プエルトリコ 851
8 ロングビーチ 824

13 横浜 722
16 釜山 634
18 東京 631

1980年

～

出典：国交省資料から作成

順位 港 TEU（千） T/S率
1 上海 42,010
2 シンガポール 36,599 86.0%
3 寧波 26,350
4 深圳 25,735
5 釜山 21,662 55.0%
6 広州 21,622
7 香港 19,596 70.0%
8 青島 19,315

27 東京 5,107 2.8%
58 横浜 3,035 4.0%
64 神戸 2,944 0.5%

～

2018年

1995年
阪神大震災

1997年
アジア通貨危機
物流富国政策

釜山新港・光陽港開発
（BTO)

選択と集中（釜山港の役割）
• T/S：対日・対北米
• FTZ：物流加工・FEZとのリンク
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１.物流環境の変化（国際物流環境）
（釜山港の貨物取扱量とT/Sの推移）

出典：BPAデータから作成

22
釜山港2006年開業:2,300万TEU

（ひびき港2005年開業:50万TEU(北九州全体）

所得税
財産税

付加価値税
関税

免税

3年間100％免除

以後2年間50％免

FTZの優遇制度
税制優遇

348Won/㎡/月

（115円/坪/月）

土地賃貸料

13,255 

22,706 
37%

T/S比率
54%

6% 日本T/S率
8%
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釜山港のコンテナ取扱数とT/S比率

千TEU T/S比率 日本T/S率

釜山新港開業 リーマンショック
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１.物流環境の変化（国際物流環境）
（参考:日本海側港湾の県内港利用状況）

出典：国交省資料から作成
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国境越え

主な貨物ターミナル

１.物流環境の変化（国際物流環境の変化）
（物流の視点からみた中国の“一帯一路“の成⾧と新しい物流ルート）

24

アジアー欧州の貨物輸送に代替ルート 侵攻のロシア回避: 日本経済新聞
2022年11月６日

“一帯一路”は、2008年のリーマンショックを契機として構想された” Eurasian 
Land BridgeとFish Bone Network”をビジネスモデルの原型として発展して
いる。

• Eurasian Land Bridgeは１列車50FEUの編成で“中欧班列”ともいわ
れる。（2018年西安発 63万TEU)

• Fish Bone Networkは産業や消費に直結する物流の課題を解決するた
めの、広域の流通連携のモデル。

• ロシアのウクライナ侵攻を契機として“中央回廊”の整備が進められている。
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１.物流環境の変化（国際物流環境の変化）
（新しい物流ルート“Fish Bone Network”）

徐
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（第二の深圳）

空
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港
湾
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物
流
イ
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フ
ラ

臨
沂

全世界

仁川

釜山

関門

• 中国の内陸部都市とリンクする物流ルートの開発（主に鉄道と河川）

連雲港

国際物流と内陸物流のHUB

西安無水港

近隣都市

EU

日立物流・日本通運

重慶

日本通運もサービス提供
（中国系・韓国系企業も日本で営業）

EU15か国
50都市 中国59都市

サムスン

(2019年80億ドル追加投資）

Ferry

JGC・三井物産

連雲港2009年170万TEU⇒2020年470万TEU

出典:BPA資料

中欧班列との直接Link（BPA)

EU カザフスタン
霍爾果斯 釜山港

物流連携協定（2018年5月）

連雲港

25

出典:J&K作成モデル
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１.物流環境の変化（国際物流環境の変化）
（中国“一帯一路”開発の契機と功罪）

抑
制
政
策

中国
景気過熱
（14%超）

出典:JETRO分析資料

2008年11月5日

4兆元の緊急経済対策発動
（抑制から成⾧加速へ）

（2007年名目GDPの16％相当）

習近平政権:国際戦略“一帯一路”

物流と流通の整備と消費拡大のための投資
（家電下郷・内陸部の流通NW整備・河川港整備・新幹線・・）

Fish Bone Networkモデル作成

2007年

地方政府などの
関連過大投資
（シャドーバンキング）

債務不履行（社債）
2.8兆円（2019年)日経20年11

11.3兆円不動産業者34社日経８月

功: リーマンショックの影響回避
中国の国際物流機能の向上
中西部地域の民生向上

罪: 不良債権増加（⿁城）
企業の債務残高はGDP比150%
(日本のバブル期を上回る水準)

2022年 恒大集団はGDP
の2％に相当する2兆元弱

リーマンショック
（2008年9月15日）

14.25

9.65 9.4
10.56

9.5
7.9 7.8 7.3 6.9 6.73 6.76 6.57

1.65

-1.09

-5.42

4.19

-0.12
1.5 2

0.38
1.22 0.61

1.94
0.81

-3

2

7

12

17

中国経済成⾧

日本経済成⾧

日中GDP逆転
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（物流の課題に対応する“境港活用のBIZ”のコンセプトイメージ）

境港 境港D/C・T/C

BCP対応
（南海トラフ巨大地震）

下関港・瀬戸内
港湾の代替

災害対応物資の
備蓄・配送基地

運行アンバランス
2024年問題

EC事業者等の在庫増加・在
庫⾧期化・相対物流費高

連携物流基地
（中国道・山陽道）

地域物流
企業

積載効率向上
⾧時間運行短縮総物流費用削減

連携 連携

連携

境港の取扱増加

航路の安定性
新規航路誘致

循環

県内企業の阪神港
利用

境港利用の利便性向
上・メリット周知

釜山港
リンク

28
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（課題:運行アンバランスの改善の視点）

1,965t

968t 貨物不足, 997t
541t

161t貨物不足, 380t
2,465t

1,686t 貨物不足, 778 
1,149t

3,564t

貨物不足, 2,415t

1,111t

1,595t

貨物不足, 484t

-400t 100t 600t 1,100t 1,600t 2,100t 2,600t 3,100t 3,600t

発送

到着

発送

到着

発送

到着

発送

到着

発送

到着

大
阪

線

京
都

線

兵
庫

線

岡
山

線

広
島

線

鳥
取
・
島
根
発
着

近畿・山陽との往復バランス（鳥取島根発着）

• 運行のアンバランスを解消するための仕組み ⇒ 境港DC（T/C)と連携する施設での集約・分散・中継

• 2024問題に対応する物流の仕組み ⇒ 〃

• 境港に貨物が集まりやすい仕組み ⇒ 〃

 ドライバー交替方式
 トレーラ・トラクタ－方式
 貨物積替え方式

29
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（運行アンバランスの改善の視点:2024年問題に対応する中継運送方式）

30

出典：国交省2022年4月「中継輸送の取組事例集」
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（釜山T/S・直行運航拡大）

境港のコンテナ貨物取扱推移

9955 12980 12732 13699 15974 18206 17156 17078 13682 13774

7955

11066 11015 12065
14032

14704 14837 12813

10611 9401

61.7% 62.8%

72.1%
70.3%

68.3% 67.9%

73.3%
76.5%

73.4%

78.8%

70.0%

74.1%
72.5%

61.2%

55.9%

61.1%
59.2%

67.0%

74.0%

81.2%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

0
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10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

境港の韓国航路の物量とT/S率

輸出 輸入 輸出T/S比率 輸入T/S比率

大半がT/S貨物

出典:境港管理組合HP

出典:BPAデータ 33
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（物流ルートと拠点変更の改善着目ポイント:物流費用率）

境港を利用する物流施設運用で想定されるデメリット
（神戸港利用との比較）
① 海上運賃が高くなる

② 海外からの調達リードタイムが⾧くなる

③ 国内調達運賃や配送運賃が高くなる

④ 配送リードタイムが不安

35

→ 13%程度高くなる(20’)が総物流
費に占める割合が低い

→ 在庫⾧期化の傾向（特に通販）

→ 調達地域、配送エリアの物量分
布によってはメリットが出る

→ “当日配送”以外はリードタイム
がほぼ変わらない

→ 都市部での倉庫ひっ迫傾向
（土地がない）

113% 92% 96% 97%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

海外調達費用 国内調達費用 配送費用 費用合計

運送費用比較（調達と配送）

神戸D/C 境港D/C 比較（神戸=100%)

国内調

達費用

5%
保管費用

5%

海外調達費

用

7%

作業費用

14%

配送費用

（BtoB)
31%

配送費用

（BtoC)
38%

物流費用比率（在庫1ヶ月）
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（物流ルートと拠点変更の方向:神戸港使用と境港使用の物流費用比較）

3737

愛知
大阪広島

福岡

上海

東京D/C

配送圏

境港D/C
上海

釜山港 海外調達50%

国内調達50%

移転後の物流イメージ

物流形態（試算前提数値） 試算に使用した単価 備考

調達
海外 40TEU

神戸港 $1,200
20'運賃

境港(釜山T/S) $1,400
国内 48台/10t 国交省標準的運賃表

配送
宅配 36,480個 宅配運賃地帯性タリフ

路線 91t 特積み企業タリフ

物流施設
保管 面積1,440坪

（在庫１ヶ月）
神戸 4,150円/坪/月

CBRE調査データ他
米子 3,300円/坪/月

作業 作業者72人
神戸 1,552円/時給タウンワークデータ（時

給＋付帯費用費）米子 1,162円/時給

試算に用いた数値
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向物
（神戸港使用と境港使用の総物流費用の比較試算）

38

海外調達

国内調達

保管・作業

配送費

改善額, 
8,347 

改善額, 
12,196 

(5,000)

15,000

35,000

55,000

75,000

95,000

115,000

135,000

神戸DC 境港DC 神戸DC 境港DC

在庫量1ヶ月 在庫量3ヶ月

総物流費比較（海外調達50%）

-6.9%

-9.2%

120,812
132,764

7.0% 5.0% 3.6% 4.4%

28.0%

20.0%
14.4%

17.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

阪神 中国 九州 中部

配送先分布と物量比率

B to C B toB

海外（上海）
50%

福岡
20%

名古屋
10%

富山
12%

福山
8%

調達元物量

神戸は上海から直接
境港は釜山T/S
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（釜山港のFTZとのリンク）

◆ 現行（イメージ）

海外（A)

海外（B)

東京
港

大阪
港

倉庫（東京）
保管・加工

倉庫（大阪）
保管・加工

倉庫
札幌

近畿・中国

関東・北陸・中部

倉庫
福岡

北海道

九州

中部

海外（A)

北海道

海外 （B)

（a）（b）
東北・北陸

中国・四国

九州

東京
港

大阪
港

関東

近畿

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（a）（b）

（A）（B)

（A）（B）

倉庫（東京）
保管・加工

倉庫（大阪）
保管・加工

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

釜山 FTZ倉庫
保管・加工・組立

苫小牧

新潟

境港

博多

◆ 釜山経由(イメージ）

Tariff Engineering

41

合弁会社数 合弁参加企業数 土地面積
日本企業参加 30 110 324,028坪
外国企業のみ 35 81 387,039坪

⾧期在庫保管・加工
コスト

地方DCへの
移送コスト、24年問題
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出典：国交省「南海トラ
フ巨大地震へのそなえ｜

2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（BCPの視点から見た境港利用のメリット:南海トラフ巨大地震への備え）

境港
D/C

釜山港
（BPA)

海外

岡山道総社IC
物流施設・トラックターミナル

山陽道五日市IC
物流施設・トラックターミナル

198Km 125Km

新名神宇治田原IC
物流施設・トラックターミナル

276Km

下関港 広島港 福山港 水島港 神戸港 大阪港

松山港・今治港・高松港・徳島港

下関港を利用する貨物の関西以東の物量（輸入40%、輸出50%）

山口 広島 兵庫・大阪岡山

愛媛 香川 徳島高知

港
湾
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
被
災

5万TEU

42

出典:下関市HP
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2.境港の立地特性を活かした物流効率化の方向
（BCP対応の港湾サービス 例:新潟港（首都直下型地震への備えと東日本大震災時の取扱物量）

出典:新潟県交通政策局港湾振興課

新潟港:首都直下型地震への備え 東日本大震災発生年の取扱量増加

○ 東日本大震災発生年（2011年）には、
東北太平洋側港湾の代替港として機能

○ 県内港コンテナ取扱量（速報値）
（平成22年） 192,147TEU 
（平成23年） 231,257TEU

※特に、H23.5の新潟港の取扱量
は初めて2万TEUを越える。
（前年同月比1.5倍）

192,147TEU 192,147TEU

増加
39,110TEU

100%

120%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

2010年 2021年
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参考:釜山港FTZの合弁会社（日本企業参加）

合弁会社数 合弁参加企業数 土地面積
日本企業参加 30 110 324,028坪
外国企業のみ 35 81 387,039坪

Company name 土地面積（坪） 合弁参加社数 日本企業

BIDC INC( I ) 9,402 5 FUKUOKAUNYU INC.

CJ Korea Express BND( I ) 11,201 2 HATSUMURA DAICHI WAREHOUSE 
CO. LTD

C&S International Logistics Center 
Co.,Ltd. 20,089 3 Shinkumamotosangyou Co., Ltd. SANYO MARITIME

CALT Logis Co.,Ltd. - Busan 11,452 4 SKU CORPORATION

Pantos Busan Newport Logistics 
Center Co.,Ltd. 8,152 4 PANTOS LOGISTICS JAPAN INC

KN Logistics Co.,Ltd. 10,020 2 NYK LINE

Busan Global Distribution Center 
Co.,Ltd. 8,140 4 Daiichi Transportation&Terminal Co. 

Ltd.

New Port Int’l Logistics Co.,Ltd. 10,195 4 Aiba Co., Ltd.

YJ International Logistics Co.,Ltd. 6,684 3 ORIENT INTERATIONAL SHIPPING 
S.A.

SI Logistics Co.,Ltd. 12,285 3 YAMAICHI PRIMETAL INC.

Busan Newport LOGITECH Co.,Ltd. 10,297 6 NEXTAGE BRIDGE INTERNATIONAL

FUJI Global Logistics Co.,Ltd. 6,212 4 FUJI TRADING CO.LTD. FUJI TRANSPORT SYSTEMS CO. 
LTD.

NAIGAI Logistics Co.,Ltd. 6,178 5 KINTETSU WORLD EXPRESS. INC. NAIGAI TRANS LINE LTD.

CJ Korea Express SB Co.,Ltd. 14,658 2 NIPPON STEEL&SUMIKIN BUSSAN 
CORPORATION

PANSTAR Busan New Port Global 
Distripark Co.,Ltd. 12,109 3 SANSTAR LINE CO. LTD.

出典：BPAデータから作成 44
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参考:釜山港FTZの合弁会社（日本企業参加）

Company name 土地面積（坪） 合弁参加社数 日本企業

DONGSHIN Hydraulics Co.,Ltd. 10,538 9 SHOUNAN ENGINEERING CO. LTD.

INTERGIS Ungdong Center Co.,Ltd. 11,632 2 DONGJIN AGENCY CO. LTD.

DNI Logistics Co.,Ltd. 5,108 3 NEXUSSHINOZAKI CO. LTD.

BNP Logistics Co.,Ltd. 11,576 4 ASUTO NAKAMOTO HOLDINGS

BIDC Ungdong Branch INC 11,400 5 FUKUOKAUNYU INC.

MITSUI SOKO Korea Co.,Ltd. 11,145 2 MITSUI-SOKO HOLDINGS CO. LTD

KO-SENKO Logistics Co.,Ltd. 11,160 3 SENKO CO. LTD.

Kyungil Global Logistics Co.,Ltd. 8,764 4 DAICHI KOUN CO. LTD)

GLOBAL LOGITECH 17,272 4 PROLINE JAPAN Co.,Ltd.

CALT Logis Co.,Ltd.-BUD 8,125 4 NRS CORPORATION

GNP LOGITECH Co.,Ltd. 8,532 4 FUJI UNYU CO. LTD. TOYO LOGISTICS CO., LTD

NAIGAI-EUNSAN Logistics Co.,Ltd. 10,210 2 NAIGAI TRANS LINE LTD.

CALT LOGIS Co.,Ltd. & SKU 9,918 2 SKU CORPORATION

NIPPON Express Co.,Ltd. 10,224 2 NIPPON EXPRESS CO LTD

NH-SENKO Logistics Co.,Ltd. 11,128 3 SENKO GROUP HOLDINGS CO LTD NIIGATA UNYU CO LTD

FAIRHUB Logistics Co.,Ltd. 10,224 3 KOKUSAI EXPRESS CO. LTD

出典：BPAデータから作成 45


